
‭大分県公立高校入試徹底分析【国語】‬
‭【形式・難易度】‬

‭試験時間‬ ‭50分‬ ‭配点‬ ‭60点‬

‭問題構成‬
‭大問５題構成【漢字語句と会話文・小説・論説・古典・作文】‬
‭【一】は漢字語句と会話文10点。【二】は小説文15点。【三】は論説文15点。‬
‭【四】は古典10点。【五】は作文10点の計60点。‬

‭令和６年度(2024)‬ ‭令和５年度(2023)‬ ‭令和４年度(2022)‬ ‭令和３年度(2021)‬ ‭令和２年度(2020)‬

‭問題量（Ａ４で）‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬

‭小問数‬ ‭29問‬ ‭30問‬ ‭28問‬ ‭29問‬ ‭29問‬

‭論述問題の数‬ ‭６問‬ ‭５問‬ ‭５問‬ ‭５問‬ ‭７問‬

‭論述問題配点‬ ‭20点‬ ‭18点‬ ‭19点‬ ‭17点‬ ‭23点‬

‭受験者平均点‬ ‭27.5点‬ ‭33.3点‬ ‭33.4‬‭点‬ ‭29.8‬‭点‬ ‭29.1‬‭点‬

‭【出題の傾向と対策】‬
‭①【一】正答率の低かった漢字の「書き取り」と「読み方」（５年分）　‬

‭【書き取り】‬
‭　★書き取りは、主に小学校範囲から出題。特に同訓・同音の漢字を書き分けられるようにしておくこと。‬
‭Ｒ２：帰省を一週間先に‬‭ノ‬‭ばす。　Ｒ３：昨年度の優勝校の主将が選手‬‭センセイ‬‭をする。‬
‭Ｒ４：集団生活では‬‭キリツ‬‭を守ることが求められる。Ｒ５：友人と一緒に神社‬‭ブッカク‬‭めぐりをした。‬
‭Ｒ６：ライバル校を‬‭シリゾ‬‭けて、県大会優勝を果たした。‬
‭【読み方】‬
‭Ｒ２：資料を無料で‬‭頒布‬‭する。作業が‬‭滞‬‭ることなく進んだ。Ｒ３：町もすっかり‬‭廃‬‭れてしまった。‬
‭Ｒ４：仲間の心を‬‭掌握‬‭できるリーダーになりたい。 R５：昨年度のよい点を‬‭踏襲‬‭して計画します。‬
‭R６：公務員を‬‭罷免‬‭することは、国民固有の権利である。‬

‭②書写に関する出題‬

‭★行書体の知識。筆順の変化（「くさかんむり」「みみへん」など）、点画の省略（「きへん」「ころもへん」‬
‭「いとへん」など）、点画の連続（「さんずい」など）には注意が必要。　‬

‭　R３【一】　　　　　　　　　　　　　　R４【一】　　　　　　　　　　R５【一】‬



‭③特徴的な出題‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ４【三】‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　小説文、論説文・古文は本文の他に会話文や‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　追加の資料を読ませる問題が必ず出題される。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R５【三】‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じテーマについて書かれた２つの文章を読み比べる形式の‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題が初めて出題され、R６も同じ形式であった。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R６【五】‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ちらし」「ポスター」「案内図」などの‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表現効果を問う問題。‬

‭解答‬

‭①【書き取り】Ｒ２：延（ばす）　Ｒ３：宣誓　Ｒ４：規律　Ｒ５：仏閣　R６：退（けて）‬
‭　【読み方】　Ｒ２：はんぷ・とどこお（る）　Ｒ３：すた（れて）　‬
‭　　　　　　　Ｒ４：しょうあく　Ｒ５：とうしゅう　R６：ひめん‬
‭②Ｒ３【一】問二⑶　イ　Ｒ４【一】問二⑶　ウ　R５【一】問二⑷　イ‬
‭③Ｒ４【三】問二　エ　R６【五】問二　ウ　‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※解答は県発表の標準解答に拠る‬


